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マルチメディアセンター・メーリング）スト聞設

マルチメディアとンタ“の
音響開場
マルチメディアセンターにある各機器は、誰でも

利用することができます。今回はそのうちの一つで

おる「マルチメディア開発支援システム」をご紹介

します。
「マルチメディア開発支援システム」は、マルチ

メディア情報の生産性の向上を目的としており、特

に音響システムの充実が図られています。

その内容のlつは、rMIDiサウンド編集レコーデ

ィングシステム」と呼び、バーチャル・アコーステ

ィック・シンセサイヴが2機、デジタルエフェクタ

が2機、ミキサーが2機、及び複数の音源装置があ

り、これらMIDiインターフェースを持つ機器を、

MiDiコントローラを通して、MIDIシーケンサ・ソフ

トiiDigitaI－Performerl．41‘一から制御できます。こ

れによって、作曲や編集作業をPowerMacintosh

上で容易に行なうことができます。

もう1つは、「音響空間シミュレーションシステム」

と呼び、MiDl制御用のVISuai－Larlguage及びその

環境のソフトでおるOpcode－Maxと

SoundObjectEdit°「の連携により、空間、音源、

睦者などの情報の三次元的なシミュレートに基づい

たエフェクト計算によって各機器をMIDi制御するこ

とができ、仮想的に簡易な三次元立体音響空間を作

成することができます。

また、作成した音データは、DAT（Digital

AudioTape）に録音することができます。

このシステムは、プロフェッショナルな活用から

初心者のデジタル作曲・デジタル編集の体験として

まで、幅広くご利用いただけると思いますので、ぜ

ひ一度お試し下さい。
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今、無限の可能性を秘めた子供たちに、
マルチメディアコミェニケーシヨンの硯

臓を提供しよう、という取り糾みがいろ

いろな形でなされています。

100校プロジェクト＊1や障界名田か

ら300校が参加しているウールズスク
ールジャパン＊2、メディアキッズ＊3、

APi CNET季4など、枚挙にいとま

がありません。

その中で、咋牢参加校が決まり、そし

て具体的な活動が始まる「こねっと・プ

ラン」を鮒介します。

（　）
先進国では、マルチメディアを活用し

た敷布が、税理や相址と並ぶ重要撤抑こ

化粧づけちれ、企業や両民を取り込んだ

大規模なプロジェクトが進められていま

す。日本においても2日土龍を拭う子供

たちに時代の潮流（こ遮れない国際感光や

創造力を増ってほしい、また、地域の堕

を越えて新しく生まれる交流を通して多

くの友人、仲間をつくってほしいという

願いが込められて「こねっとプラン」が

始まりました。

子ともネットワークから各個ナら打た
「こねっと」は、全国の小・申・高等′芋

佼及び特殊数百諸写榎に、インターネッ

トを中心としたマルチメディアをfii即し

た敷布環境整櫛を支援していくもので

す。文部省の脇力を得て、1996年5月

から写機への募集が胸筋され、II本全回

約1．000の維蛸伐が決まりました。細蔦

県の場合は、20校の指定枠があり別記

の20校が指定校となっています。

また、11月にはNTT大手町ビルにあ

文部省と通産省との協力により、初等中

藷黙誓謹言、　靭青にコンピュータネットワークを活
特殊教育諸学枝に、　　用する賦みとして実施されているプロジ
インターネットを　　　　工クトです。福寄集からは福島県立言学
中心とした　　　　　　校と軍馬村立葛尾中学校が参加していま

す。

http〟ed…PagoiP／kYOuiku／100／10

0htmI

マルチメディアを

講評黒を　　世界中の種をIVコン過信で編んだ富
子ともネットワーク．　子的な地穣学校です○米国を中心に12

ヶ国から約300校が参加をしており、

日本からは1994年に9校が参加をして

います。

http／／WWWeCOCLlbQJP／WSi／Irdexh

tmi

るマルチメディアビジネス開発部をメイ

ン会場に、金岡の「こねっと・プラン参

加校」とロサンジェルス会場を、TV会

議システムとインターネットで緒び、キ

ックオフが行われました。インターネッ

トを利用した教酌こ対する文部省からの

支駿メッセージや、参加校から今後の油

I帖i両強火などがあり、ロサンジェルス

からは、第1回“こねっとセミナー．と

して、洋楽界で人気が轟く、「こねっ

と・プラン推進陽厳会」の会rlでもある

小輩挿載氏の棚減が行われ、その後子供

たちとの慈見交換セミナーが、TV会議

システムを適して行われました。

（　）
具体的な支援策としては、3つをあげ

ることができます。

まず始めに「インターネット接就、利

用に関するコンサルティング」がありま

す。これはインターネット接続を行う際

の、使用するパソコンやソフトウエアの

選定から、通信機総の設定やインターネ

ット接統一Jj業者（プロバイダ）の選定、

WWW、電子メール等を別間するために

必嬰な操作方法や、掌佼からの値散発I言

を行うために必要なホームページ作成技

術の修得のための相談、などがあげられ

ます。

これはアメリカNe t Day96＊5

のように、1人のエンジニア・サラリー

マンの提案から始まったとぎれるよう

な、地域のボランティア交接態豹は国内

では、まだ整ってはいません。

そのため「こねっと・プラン」の趣旨

に質問した会員で股立されたこねっと・

プラン推進協議会＊6が母体となり支援

r子供たちを主役にしたコンピュータ通

信による学臓間交流」をテーマに1994

年秋に始まりました。全国から89の参
加校がゐ〇、子供たち一人一人が自分の

軍手メールアドレスを持ち自由にネット
ワークに参加をし、接々な活動を行って

います。

http／／WWWmediakidsoriP

r国際協力、国際交流、国際理臓叙青の

ための国際パソコン通信ネットワーク」

です。1993年4月から飴まりました。

http／／wwwapM二OriP／ndexSJIShtmi
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かすすめられています二

2つめとしては、インターネット接続

環境づくりの支援として参加校それぞれ

に　一定縦が脊付され、ダイヤルアップ接

続によるインターネット環境づくりの・

肋としてI SDN通信機鵜（DSU，デ

ィジタル1部間　の設置および、TAやフ

ラウザ・ソフトの職人そしてフロパイダ

料金充当Iiゆ質金などにあてられます。

そして3つめが「インターネットを快

適にfi川」するためのコンテンツ等の提

供」としてIi団Io）値敏、地域の佃轍など

を観介するホームページの提供や「こね

っと・プラン」参個佼相互の先′即すi∴
′l諏同上での値殺交換を行うための電子

メールiiII搬機能（メーリングリスト）の

圏■易
マルチメディア環境を整傭することだ

けがこのプロジェクトの目的ではありま

せん（「実際に芋版での扱fjに役立てて

もらう」ことが、真に目指すところですっ
当字校現場で個が必嬰か．、“どういった

支援ができるのか郵　といった面からの具

I相勺施範を、殿境整鮪こ続く支援策とし

て検討されています。これらは、環境整

鮪とほぼI朝晩こ進められ、こねっと・ワ
ールド＊7というホームページの中に施

策が確り込まれています∩

このホームへ－ジでは天使鮒や宮公

序、各種iJi体からの協力を得て値轍を提

供するとともに、NTT社日などボラン

ティア約800名の協力による“子供た

ちへのQ＆Aコーナー”、子供たちが参

加する命面などが肘載されています。

幸枝からのマルチメディアを活IiIした

アメリカ厳重草書民共同のインターネッ

ト普及作戦であり、インターネット・コ

ンピューティング文盲の撲滅をめざし、

21世紀までに全米の小、中学校すべて

をインターネットで結ぼうという挙国一

致運動です。シリコンバレーの一介のエ

ンジニアサラリーマンが火付け役になっ

たこの運動は、上は米国大部績、副大統

領から、下は全米の葦の根市民グループ

までが参加をしたボランティア活動で進

められています。

http／／wwwnetdaY96com

今年はSmartSchoolNetDay“と名称

を変えて、4月26日に実行されます。

http／／WWWSVIOrq／netdav／

．掴iijの中には、海外のプロジェクトとの

遵朗による、画像郁韻などマルチメディ

アの特性を活かした教育用各種コンテン

ツの相ITIや、紡外を含めた他校との交流

があげられています。地域の様を越えた

教酌ここそ、ネットワークの威力が発揮

されるところなのかもしれません。湾外

の企業や天使鍬の物力を得て、「こねっ

と・プラン」に・縮こ参加したい薄外の

撃俵を鮒介しか）、先生や子供たちが自

iIIに．髄見交換なとができる増を「こねっ

と・ワールド」の中に扱け、交流のきっ

かけ作りを支援しています。

脇議会の会員で棚成される「利用促進

胸倉」の中で、それぞれの企業が協力し

合い、異なる分野からの支援策が検証さ

れていますが、撃校数宵の潮田象ではあ

りませんさそこで、・需離重撰者や小、中、

高等撃榎の劇場の先生方で棚成される
「利用促進椰会肋間」や「文部省」の助

言や提言をもとに、宰校規燭の声を反映

させた支援ができるように、手探りなが

らも進められています。その中には、写

校が共ii．Iですすめていくプロジェクトな

予ています。）
「こねっと・ブラン」参加校は約

1．000校ですが、幸枝聞交流や共1時プロ

ジェクトなどの対象は参加校に限定して

いません。できるだけ多くの撃的こマル

チメディアを活用した教市の利点を発見

してもらい、そして近い将来、17民　一体

となった社会全休の活蜘こより、全国の

撃的こ同じような環境が整うこと、それ

が「こねっと・プラン」の最終日標とい

えるでしょう．

21世紀を担う子供たちが国際感鴛を持

ち、創造力に富んだ人材に育っていくこ

とを意い、その趣旨に義回し歯質する民

間企業、団体、個人の異同社会霊獣事業

として「こねっと・プラン」を推進して

います。

http／／WWWWnnOrIP／Wnn－S／konet－

Pian／SいSlnhtmI

「こねっと・プランiの一項としてのホ

ームページで、子供たちの身近な質問に

答えるコーナーや、世界の調練、地域に

密着した情報を提供するコーナー、メー

リングリストを利用し備積交換できるコ
ーナーなどがあります。

http／／wwwwnnorIP／wnn－S／

北会津村立荒細小学校
会津若松高調城西小学校
相場両立iIi上小学校

勘を村立的d小字校
鴻川村立瀬川小字膝
：l叩J、男倍1：中写校

会津若松両立第三中孝枝
いわき事一弾i第　一中幸枝

確蔦撮、仰．1品l二葉高等雪枝

榔請妹高調隙間撒高や写校
棚的駄立あさか脚I梢附等宰桟

棚恥娯一校i湖焼栗商や字機
軸蔦県立i常会持前等写校
加的妹、机）わき維持高等学校
椰鶴県立小商商削”あ等雪枝
帝京安舶高や字佼
・腎去松親′、習瑚松葉講や字佼

会津杏林掌i郡●描締接

柵蔦味立錐掌俄
細的臣楊聞用益誰写校
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コマツ袖蔦（株）は、耶III串に本社を継ぎ建

設機械全般の卸売販売・修邸を細島県全域で行
っております。傭轍座業とはまったく違った業

種で「道端を作る」とか「ダムを作る」等のイ
ンフラ繋価に必要とされる道具を腰琵・修郎し

ている会社です。

そのような「マルチメディア」と無縁な当社

が、94年3月より「とにかく触れ」のトップダ

ウンでそれまで社内に1台も無かったパソコン

の導入を開始致しました。

当時は、まだ「パソコン」や「マルチメディ

ア」「Wi nd ollrS」など・倣的に知られてお

らず、社内からは「なんのために？」「効某は？」
「こんな金があったらl二具を躍ってくれ！」など

質否両論どころか否定慈兄が大多数でした。し
かし根気強くトップダウンで「ゲームでもいい

から触れ」「とにかくキーボードに個れろ」と，説

得しつづけ常人から1年後には、社員の70％が

仇の上にパソコンを靴き利用するようになりま

した。ちょうど、蹄土にとって「パソコン」が
「個か難しいもの」から「身近な道具」へと変身

していった明でした。

ここで今まで「とくこかく触れ」で進めていた

パソコンの逆人を、LI的、H標を持った計画に

するべく、i、即1のコンサルティング会社にコン

サルティングを依頼、将来のビジョン（値撤化

計画）作りに着手しました。95年8月に「値撒

化計面」が完成、「個撒化，汁面」を実現するため
の全社的な値撒武装運動「KICS（キックス）」

（KomatSuruku高limalnl“OrnlaLion and

CommunieatlOn SySlems）をスタートさせま

した。

この個鞭武装運動は「梢激化許面」の中の仰

木かの大きな極を順次側聞、まず95咋12刷こ、
全社員1人1台のパソコンとそのすべてのパソ
コンをネットワークで桜桃、そしてこのネット

ワークをインターネットへも按排しました。鴫

は「Wi nd。WS95」「インターネット」「マ

ルチメディア」で新聞・テレビは大騒ぎ。この

ころから社I用if轍武装運動は　一気に加速しはじ

めました。

Sインターネットの利用

そしてイントラネットの構築
96年2月にはインターネットのサーバーにホ

ームページを開設。私共は呼人当初から「イン

ターネットを利用者として」「インターネットを

うまく利用できる利用者になろう」と、決して

インターネットをいち甲く利用することを当社

のアドバンテージとしたり斯戯事業としたりす

るのではなく、全社員で、地域の方々と・鮪に

考えながら利用していこうと考えておりました。
ですから閥．渡したホームページは当社の会社築

I小こ酌まらずたくさんの地域値融を提供してい

くエンターテイメント規として、鮎幽脚1190両

町村それぞれの観光†iij轍、特雁物を緋介したペ
ージや、湖山rIiのおいしい席200席を約介した

ページとコンテンツの充実に努めております。

また、昨年宴には県内高校生を対象に楽しくキ
ャンプをしなからインターネットを写んでもら

おうという「インターネットキャンプ」を開催

したりと、独自のスタンスでインターネット関

係の企画を膿胸をしております。
また、社内でのインターネットの利用として

イントラネットを栖築しております。社外i印す

ホームページのi規滋と同時に社iI宮即日サーバー

にて祖国i印すホームページを開，没、写真、絵、

音楽等を使ったさまざまな祖国値鞭を全社員で
共有しております。

たとえば、お客様に新再建一波磯城を販売した

時に、手取をりした中ili弛緩機械の写真や詳細

梢轍を祖国I印すホームページに的示。いままで

写真でやり取りしていた中古－Ii販売が大きくス
ピードアップしました。

総務部門では社内規定や社外への配布文事を
をホームページに掲載、いままで印刷したり、

回覧していたものをすべて聞き換えました。そ
の他、各湘薯毎にビジュアルな社囚掲示牧とし

て運用をしており、今では数riへージにものぼ

る社I相席轍がホームページ上で共有しておりま

す。

音グループウェアの利用

イントラネット以外に社I相こおける値轍のや

り取り・共有化にグループウェアを柏人し、母

子メールによる間瀬のやりl即）、ワークフロー

による社内回艶文雷の電子化、葉誠，iiの電子決

済、社員間のスケジュール祥現、施設予約の電
子化など社I小冊融の電子化を進めております。
また、グループウェアのメールをインターネ

ットメールと接続、社外との梢轍交換にも利用

しております．電子メールは、社内への浸透度

が高く当社では最も公式な伝道手緩となってい

ます。

最近では「HOME KI CS家庭への梢撤拭

装運動掘進」として、社llのパソコン1人2台

体制（会社と家庭）を目指した輸入補助プログ
ラムを実施しております。

これは全社員が各家庭にパソコンを鵬人し、

行交席に閥殺したアクセスポイントへ、家庭か
ら祖国ネットワークへ接続しインターネットや

社内グループウェアを利用するというものです。

現在、全社員の10％高・rIIOMI三　KICS」を

利用、値轍武装運動は新たな方向へ動き出して
おります。

まさに、璃人当初には巧えられないところま

で鋤き刷りで進んでしまった「値轍武装化運動」

ですが、急激過ぎたゆえの様々な間脳もありま
す。その・つは、利用者である桂川間のスキル

に着が出てきたことです∩　これは利用者の値融

化に対するモラルの差、利用技術習裾の荒など
が要因であると思われます。

今後は、将来のlIij融化ビジョンの周知徹底と、

利用技術習得の底上げ、利用成定や相川ルール

等を作成したり、社員の備搬化に対する・層の
スキルアッフを図って

いきたいと思っており

ます。コマツ補畠のK

ICS値融武装化運動
は、やっと「ファース

トステージ」を終了し

たところです。

http：／／WWW，kics．co．jpl



会洞地域マルチメディア研究会は、平成6年
8刷こ会津若松商工会誠所が中心となり、相場
県舵びに会沖天掌、東北通晒産業局、会津若松

市等の絶大なる協力によって誕生いたしました。
ご承知のように、会洞若松市には平成5年、

世ウ印こ誇れるコンピュータ研究の中枢となる会

津大学が閲写し、世界中から著名な学者師が描
かれ、また、数多くの優秀な学位が学んでおり

ます。
この人学を地域の核として、マルチメディア

時代に向けて肥界に誇れるような会津地域に発蹟させて行こうという
のが私たちの大きな夢であります。

現在、当研究会には会津を代表する様々な企業・関係同体、54社
が参加しております。今後も地域から独創的な事業が発信できるよう、

産・掌“宮の更なる蓮鵬を深め、この大きな夢にi鋤かって邁進してい

きたいと考えております。

当研究会では、発足以来インターネットの利活用や地域備撤ネット
ワークシステムの榔策をはじめとして、各稲の事業を展開してまいり

ました。

平成6年度は、マルチメディア時代の技術の進歩を広く啓蒙するた
め、会満天′判こおいて、「マルチメディア・フォーラム’941N

AIZU」を開催し、約5，000名の入場者を得て、その一蜘こ触れても

らえたものと、自負致しております。

平成7年庇は、具体的な果実を兄いだす為、地域価撤ネットワーク
の拙策をはじめ、蒋多方面で開催されました、県主催の「地域硝轍化

フェア，95IN　きたかた」に、会津の観光・物蕗郁部CD－ROMを

田鹿する等、身近なマルチメディアを取り上ば地域へ及ぼすメリッ
ト、デメリットをあらゆる何度より分析し、今後の地域振興策につな

げようと世業を展開してまいりました。

今年庇は、会津若松商工会議所の全山的な支援のもと、インターネ
ット体験コーナーを設離し、徐々に現実化してきた種子博取引などの
コンピュータ社会に対応できる人材の育成を日指した、人材益成都塵

を会津大学マルチメディアセンターの協力のもと開催し、人づくりに

雄幸したところであります。
また、バーチャルモール等のマルチメディア社会の最先端技術の方

向性についても研究をすすめるぺく、会津若松市鵡びに会津大学マル
チメディアセンターや関係団体との蓮鵬を強め、充実を図ってまいり

たいと考えております。
「マルチメディア」成業が新しい時代のH本経済を支えていく、先

導的なビジネスになるかは、未知数ではありますが、世界がマルチメ
ディア社会へ、急激に変貌を遂げているのはまざれもない現実であり

ます。

時代の動きを的的ことらえ、新しい晦I部こ流されることなく、会津
がどのように猿股して行くべきかを写び、推進し、時代の変化に順応

できる次世代人の市戌に貢献してまいりたいと考えております。
これからも、当研究会の沌蜘こ対する朗解を深めていただき、更な

るご支援を賜ります様お醜い致します。

インストラクタ葉成鱒座
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マルチメディア

マルチメディアが騒がれてからもう2年の城川がすぎ

ました。マルチメディアが騒がれた用両はコンピュータ

がコンテンツ、ネットワーク、ハードウエアに関してiIシ
ームレズ’な機能を提供できる段階になったことにありま

す。

シームレス　とはどういう●iiなのでしょうか？

従来テキスト、画像、C（；、音声等は異なるメディア

でしたが、デジタル化されることで同・に扱えることに

なりました。簡畔こ「デジタルとして扱う」といっても、

ここまで来るには馳分枝術的な障雷がありました。

これらのメディアをデジタル化した緋果、メディアを

インタラクティブに扱うことができ、メディアは容易に

その中身を変身できるようになりました。こうしたこと

からメディアという言葉に代わってコンテンツという概

念が出てきました。

従って、コンテンツは多種多様なメディアのカテゴリ

を捨てて、全てを差別はなくシームレスに処朋できる慮

味を持つことになります。

ネットワークも同じ続報があります。デジタル化によ

って、高速で大容量の機能を持ち、しかも双方向性で使

えることになりました。特に、インターネットなどがIi

篤レベルで大衆的に使われ始めており、†i＝敗を受信する

人と発信する人の関係は対等の関係になりつつあります。

値撤生雁の椛利をもつ人々が据え、従来の個轍極力のii：

会的な棚I畑こは逆転現象が起きつつあります。

ここでも受殆1品こ境界がなくなりシームレスな関係に

生じているといえますU
ハードウェアは高速なCPU、様々なメディアのデジ

タル処朗を行うチップが開発され、従来のコンピュータ

の概念から拡張されました。コンピュータはテレビ、i÷

AX、電話など従来のメディア媒体と区別はなくなり、

全てを色合するメディアツールとして進化を遂げていま

す。

シームレスとは今までの概念、カテゴリで孝えられて

きたものが、新しい概念に統合されていくことを恵昧し

ているような気がします。

●

このようにコンピュータの技術砕新は・舷の人々がiI

辞帥こ利用するになりある機能を絡載している段p蹄こも

聞わらず、いまだにその進捗に舞いは正まることはあり

ません．⊃

大難はこのマルチメディアという、語部こ満足していま

せん。

米国で良く言われている言葉があります。「3ケ月が1

年」である1、
一般の人が生きている1年の感銘はコンピュータの技

術開発では3ケ月に相当するという慈味の言葉です。

息の抜けない駆け足状態の技術・iii朝繍証を衣している

言葉です。コンピュータの研究開発滅†rのど真ん中にい

から人工生命へ
会津大学　コンピュータ理工学部
ハードウェア学科

コンピュータ産業学講座

教授池田　誠

ると、大難は何故こんなに急いでコンピュータのあらゆ

る機能を向上させようとしているのか、ふと疑問に思う

ことがあります。

私の感覚では：‡か月どころではない。1ケI川申立て新

しいものが出現している時代であります。

この幼いでは“Iマルチメディア●’は死，据こなってしま

って当然であります∪

ふと立ち直まって考えたとき、ある本で読んで文一、羊が

思いilほれました。

カーネギーメロン大字のハンスモラウイツクによると

手計算で始まったコンピュータの進化の週梢から．．i“算し

て、20：＝）年頃にはパソコンの能力は人間と同等になる

であろうと断言しているという文章であります．1

20m）年と言えば私が80歳位の蛸であり、範的こ気を

付けてしぶどく生きていれば、私も人間の能力になった
コンピュータとおiiにかかることになりますっ

人間の能力レベルのコンピュータと此醸しますと、マ

ルチメディアなんて騒いでいる現在のコンヒュ一夕はま

だ実験レベルの代物です、

生物の進化の週棚で遇広子が担っている値甑の処理能

力はii欄間むから、原生動物、は出郷になるにつれて相加

して、最大の遣広子†Ij轍をもっているのは人類といえま

す。人朗の†iIj撤処相能力もこの教万年の間で飽掴大熊に

きていますが、その人鯛の脳に匹敵する値搬処理を後：；

0年梢で完成させようとしているわけですから、多くの

技術者がコンピュータの開発に急いでいるのはわかる気

がします。

人間をターゲットにするど‘シームレズ’というレヘ

ルではまだまだものたりず、やはり5感（視覚、聴覚、

触覚、味覚、喚覚）を扱える生命体レベルをめざしてい

るのです。

会津大半の池戸教授がグラフィックチッフの能ノル）向

上をめざし、懸命に研究開発されているのも、コンビュ
一夕の能力を人間の視覚．離職処現と同レベルにしたいと

いう捌型からでしょう。

●

さて、ハードウエア的には人間と同じレベルになって

いくコンピュータを支えるソフトウエアに関する進少は

どうなるのでしょうが？

これに関しては、人工生命の研究が鍵を掘ることにな

ります．

耽Ii∴iiコンピュータに生命を組み込む’’研究が急速

に広がっています。

どのようにしたらコンピュータに生命を細く込むこと

はできるのかという講諭のI部こ、生命とはI可かを考えな

ければなりません

現在、地球上存在する生命しか生命の対象ではないと
いう謙論があります。

こうした議論の根拠は地球の生命系の生命の定義は‘
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蛍i’i即に依存する棚減物所持　を根本にした定義から始ま

っています。しかし、今後蛋白質で榔成されていない生

命が他の惑星系で発見された場合は生命をどのように定

義するのでしょうか？　この可能性はないとも言えませ

ん（、

桐成物質的な定義から脱却した時、生命の定義は個で

しょうか？

多くの碑、字者の謙論の結果、現在では次の条件を湖た

すものを′l諭と考え、生命の合成の研究を行っています1、

／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ

生命の定義

11－己梗製できる

2　自己組織化できる

3　自己維持できる

4　自己進化できる

このように生命を足並しますと、コンピュータ上で生

命を再現することは可能になりますっ　実際、クリス・ラ

ングストンという科写者がこの条件を渦たす生命を誕生

させました。もっとも、彼は謙）、勘ここの研究アフローチ

は従来の生命の研究の補助的な役割を掴う方法であると

言っています。

●

こうしたコンヒュ一夕上で生命を刷る研究や人1工廟こ

刷られた生命に対して、次のような疑問を持つ人々がい

ます。

l）このように刷られて生命はコンピュータの電源を

入れることを高燥としており、電源を入れなければ

生命の定義は渦足されない，

2）生命系であるコンヒュ一夕は、人i剛こよって先ず

最初に刷られる、

縮かにこの指摘は鋭いのですか、我々を含む地球上の

生命は太陽エネルギーを高批としていますi　太陽エネル

ギーという電源が切られますとriJ維持がイらIJ能となり、

複興も進化もがありません。その道味で私たちもコンビ

ュ一夕上に生きていることと変わりありません、

生命系である宰lirに私たちは生きていますが、その宰

両は人間が創ったものではありません。

このようにセえますと、生命の概念はコンヒュ一夕上

で創られたフログラムにまで拡張して孝えても不思講で

はないことになりますi

かこしろ、生命が地球吊こ誕生するのに6億から10億

マルチメディアが発展して行き、

生命型コンピュータが完成して、

人間に取って代わって色々な仕事を

能動的に行うようになります。
“人工世界’iとは、そんな行き先を

予測して名付けた言葉なのです。

年の時間を賞やしていることと比べると、コンピュータ

I：での生物の誕生はl〔）67年にスタートして10年も経って

いないのです。

●

生命の研究の観点からマルチメディアをゼえいますと、

マルチメディアのもつ値轍統合化の技術は受動的な機能

でしかありません。

インタラクティブといっても、予め作成されたプログ

ラムに埴づいて人間とコンピュータが対話しているので

す。本当の対話ではありません。

この受動的な機能を能動的な機能に怯襖するには、生

命型のコンピュータの創造が必り勘こなります。

能動的になるとコンピュータは次のようなことのでき

るようになります。

l）コンピュータから人i剛こ働きかけをすることがで

きる．

2）最初に創ったプログラムがI‘IJ進化して、

動作をする。

3）自己修復、複製、飢餓化可能なために、i

撼する事ができる。

生命型コンピュータのイメージが出てきましたか？

●

姑こインターネットの分野で考えますと、イ

ト自体を1つの生命体として煮えることができ

インターネットを利用するユーザは胴体であり、W（、11

サーバーはそれri身でI’I律する細胞と考えることができ

ますっ

各細胞はI高）にインターネット上でコミュニケーショ

ンをI旧）ながら、生命体を棚減する役割を担っています、

このようにインターネットをセえると、人間の倫理観、

成l雄と、衰退、、免疫などと比較しながらインターネット

の今後のあり方を研究していくことができ、新しい発見

が生まれてきます（，

マルチメディアの向こうに生命華肋、ある…これが将来

の方向です。

会津天′字マルチメディア梢搬センターを見ますと∵人工

Ii野手病　という言葉が使われています。マルチメディアが

発捜して行き、生命型コンピュータが完成して、この生

命型コンピュータが人i剛こ取って代わって色々な仕事を

能動［廟こ行うようになります∩　その観葉、刷られるであ

ろう社会を‘ソ＼1日と非職　と位砕づけているところから、こ

の，待‡を優った研究寮やゾーンがあるのです。

センターを見写されて皆さんが不思議に思ったこの言

葉は我々が長期的な視野に立ち、マルチメディアの行き

先を予測して名付けた言葉なのです。

な

　

　

治

た

　

　

に

新

　

　

然

ネタン

すま

恥
鞘
持
場
生
丁
≠
、
ぐ
★
¶
ヽ
u
H
ヾ
d
ヽ



規在では、一触にも9インターネット病は広く知れ

浸り、日精の余塵でもrインターネットって知って

る？，から「インターネットやってます。」の方が嬉

えてきているのではないでしょうか。

インターネットに触れる機会も構えていますし、実

膿すでに自分で勉められている方も多くなってきてい

るようです。

また、地方の企某においても、大企業はもとより中

小企葉でもインターネットの利便性をどうようにして

会社内に活かすかについて少なからず榛射されるよう

になってきていることと思います。

そこで今回は、企果肉でインターネット貴重を活か

し、社内の効率化と活性化の期待される“イントラネ

ット“についてレポートします。

獲園田霞岳
を縛に企葉肉のLAN（LocaiArea Network）に

おいて活用するものであります。

そこで、イントラネットの麿に入る筒にもうー虞イ

ンターネットの精微や利便性について能事にまとめて

みます。

すでに多くの方がご存じのように、インターネット

のネットワークでは、文字・文章備絹の他に、イメー

ジや書き、動酉、またはそのアプリケーションソフト

車用の特殊なデータ形式のファイルなども送受信を缶

IMEDIAREPORT
なうことができ、縛に扱うことのできないデータは有

りません。

インターネットのWWW（WoridWideWeb）機

能により、HTML田述富田で書かれたIITMLファ

イル（これが表示されたものがページとなる。）をも

とにして、イメージと文章を中心とした僧綱の受発信

が雷鳥に行なわれています。

また、ページを表示させるブラウザ（ブラウザソフ

ト）の繰作も比飯的宮島に理解することができるもの

になっていますし、現在ではページの操作だけでなく、

書手メールやその他のインターネット機能の操作ソフ

トとしても中心的な存在にまでなってきてもいます。

軍手メールは、手紙に似たネットワーク上でのコミ

ュニケーション手段ですが、企果肉や国内などに限ら

ず、また相手がすでに知っている相手であるかどうか

に取らず、格広く有効に利用することができます。

インターネット上では、その他にも調練の倹奈や、

ファイルのやりとりでぬるFTPなどが利用できます

し、また持定の柏手とコンピュータ上で協同作業を行

なう章子会議なども行なうことができます。また、コ

ンピュータ同士ををインターネットの仕組みで撞練す

れば、インターネット上での作業においては、一般に

そのコンピュータの種類が何であるかど観にすること

なく同じよう行なうことができます。さらに、インタ
ーネットにおけるネットワーク間の綾錦の仕組みは、

個々のネットワークを宮島にそして安価に接練するこ

とができます。

また、みなさんがご存じのように、インターネット

のネットワーク網はすでに全世界的℡ものに成長して

いますので、田内を含めて、それを利用している企葉

やそれ以外の一触利用書も相当な織機になっています

から、利用する価値は操々な面で具出すことができる

はずです。

圃
それでは、イントラネットとはどのようなものでし

ょうか。イントラネット（Intranet）とは、インタ

ーネットのWWW機能を中心とした技術賞塵をそのま

ま企葉肉のコンピュータネットワークに利用するもの

で、企業内での億縞の共有化に飴まる円滑なコミュニ

ケーション基整（＝企某内確報インフラ）を重くもの

です。

具体的に表覆すると、その節案内に番えられ、他部

着から免れは、しまわれている調練（撮れた企葉の請

縄賢妻）を企業全体の備顔として共有することができ、

また、必要なときに蛙の手を煩あすことなく、迅速に

探して有効に利用するためのものです。

その構造は、客種に想徽できるようは、企葉肉にL

ANを構築し、そのネットワークの中にWWW用のサ
ーバを一つ放け、また各自のコンピュータにブラウザ

ソフトが用意され、そして各部霊の億轍がWWWサー

バの中にページとして、あるいはページを通して吸う

ことができるような形で用意され、その機縞が定期的

に更噺されるようになれは、物遠的にはイントラネッ

トの完成です。

但し、この場合のLANの接続方法は、TCP／i

P撞続というインターネットの撞続方式で行なう必嚢

があります。

圃
前項では、lイントラネットは企業内の億縞の共有

化のための企築内僧綱インフラである。」と紹介しま

した。

しかし、実際のイントラネットは、それだけにとど

まってはいません。更に有用な利用が行なわれていま

す。それは、現在のホームページ上で行なうことので

きることやブラウザで行なうことのできることが広が

ってきたために可能になってきたものです。JAVA

アプレットを用いたページを遺してのデータ（調練）

の入出力やプログラムの実行などがその代表的な例で

す。

また、富子メールもイントラネット内に限らず、効

果がありますが、このレポートでは省くこととします○

但し、軍手メールを用いて億縞ページの内容の霊噺が

行なえるようにすることも可能であることは知ってお

いて下さい。

具体的な例を示して紹介すると、「ユーザデータ富

理ページ」と銘打つページがおったとして、そこでは

JAVAアプレットが操作者の入力を受け付けた〇、

億積の表示を行なったoLます。実際の動作は、操作

者が細雪名を入力すると、その事書の請轍をデータベ
ースから模索して表示します。致値的なデータがグラ

フ化して裏示されても良いです。また、斬たな順雪情

報を入力してデータベースに登録もできたりもしま

す。
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囲
JAVAアプレットはJAVA富田で配速まれ、ペ

ージのもとでおるHTMLファイルにそれを呼び込む

ための配述がなされ（ページ上はイメージファイルを

呼び込む配述と変わりありません。）、ページが開くと

同時に実行されるプログラムです。ページがそうで凝

るように見る調のコンピュータが興なっても、J AV

Aアプレット対応の同じレベルのブラウザソフトがあ

れは同じ動作で実行されるものです。

現在、J AVA開発キットが雪景に入手できますし、

比較的鵬単にプログラミングできること、その実存可

能なことの軸広さなどから、特にイントラネット内で

は、これまでの築携アプリケーションに代わる可艦性

のあるものとして注目されています。

また、入出力処理までを行なうアプレットであって

も、J AVAアプレットであることを農機することな

く、ホームページ飯豊で操作することができるもので

すから、使う調の人間への賃握はないでしょう。

JAVAアプレット以外にも、ページに容易に動的

な仕掛けを持しることのできるものはありますが、以

前のものの多くがブラウザソフトを補完するヘルパー

ソフトと呼ばれるアプリケーションソフトがブラウザ

ソフトの他に必要で一般に使い難かったことや、その

作成がやや裏門的であったこと、また、現在JAVA

アプレットが注目されていることなどから、このレポ
ートではJ AVAアプレットがイントラネット拡張の

中心として扱うことにします。

園
一都は繰り返しにもなりますが、企業内舘がイント

ラネットであることのメリットをいくつかの面からま

とめてみます。

企業とは大まかに言えば、特定の目的を共有する共

同体です。それがイントラネットでネットワークされ

ていることは、インターネットが不特定多敵の集合体

であることと大きく異なっていて、そのネットワーク

（イントラネット）の中心となる利用意義が緯定の目

的のためにだけあると言える点が重要なことです。

それまでその龍霊肉たけの調練だったものが、イン

トラネットにより企業全体の調練となることによっ

て、必重な調練が他部着でも容易に速やかに利用でき

るようになり、無駄な作業を減らすことができますし、

同一の備絹を共有することは部書冊の連携を格段にし

易くすることにもなります。

各自がその担当する請轍ページの内容及び使い易さ

に責任を持って提供し合えば、いつしか全体として優

秀なデータベースとして機能できるはずですから、結

果的に、企業全体として前書問の桓楓を越えたオープ

ンな共同体としての有機的な活動の実現さえ期待でき

ますのではないでしょうか。

＜魯コンピュータの利点を活かして＞

各自のコンピュータ（＝錐乗）は指定の機種である

必要が無いことはすでに紹介しましたが、つまりは、

UNIX、Maci n t oSh、Wi ndowsのマ

シンなどが混在していても、ブラウザ上では同じ動作、

操作が行なわれます。

このことは、通縛は、そこにインストールされてい

るアプリケーションソフトを含めたそのコンピュータ

が得意とする作業を行なうことができ、必要な時には

同じ動作環境でWWWサーバを遺した作業ができると

いうことを意峡しています。

＜WWWサーバ個だlナで要噺＞

また、共通するデータや、葉麹アプリケーションソ

フトに代わる処埋用のプログラム（＝JAVAアプレ

ット）などは基本的にはWWWサーバ調にnかれるの

で、特に情報ページや処理プログラムの更新などはW

WWサーJt佃だけで行なえば良いのです。さらにはW

WWサーバ自体の更新においても、個々のコンピュー

タを意臨する必要が有りません。

また、備細ページの追加や更噺が個々のコンピュー

タから担当者の責任によって容易に随時行なうことが

できます。

＜絶てがネット上での作業に＞

もし、仮にほとんどの作業がWWWサーバを遺した

ブラウザ上で、JAVAアプレットなどを用いて行な

うことができるところ（分散オブジェクト原隊）まで

遠するとしたら、これまでのように多くのアブノケー

ションソフトの習得、あるいは異なるコンピュータの

習得は、最小限で潜むことになります。欝に新入社具

や移動後の立ち上がりが櫓段に早くなるものと期待で

きます。

イントラネットのシステムは、そこまでを目指すこ

とのできるものでもおりますが、このレベルまでの構

築を白描すには、それまでの処理業麓の形鰹を根本的

に見直す必要さえ出てくるかも知れませんので、充分

な分析の上での有意義な見直しを心がげろべきである

ことは付け加えておきます。

豊鵜のイントラネットにおいて、社葵などが社外か

ら携帯型コンピュータで軍歴回農を使って、直桂に自

社のイントラネットに接続して、社内との備積のやり

とりを行なうような露語を持たせることはできます

が、そこまで含めた形鱈を一つのイントラネット網と

見なすこともできますので、以瞳の歴を単純にするた

めに、その形態及びその利用については考慮しないで

進めます。

圃i L1－11
前項では、イントラネットの内部的なメリットを紹

介しました。また、イントラネットはインターネット

によく似たものであると感じられたと思いますが、決

してインターネットに綾錦していることが前提となる

とは述べませんでした。イントラネットとは、単一の

ネットワークの内債だけの磨ですから、外（隅のネッ

トワークやインターネット）に接続している必要は禦

いものなのです。

しかし、インターネットの仕組みを用いているので、

容易にインターネットに綾織できますし、イントラネ

ット同士の撞練も比較的容易です。また、内部の請轍

ページはそのままインターネット上で扱えるものであ

ることも言うまでもありません。さらに、インターネ

ットは世界的な調練通信インフラ、おるいほ軽薄市場

に成長していますから、綾織して利用する価値は多大

でもあります。

但し、インターネットに鐙緋する際には、内部に対

するセキュリティ確保のためのファイヤウォール（防

火墓）のことや、ネットワーク内のコンピュータを認

識するための偶々のI Pアドレスと呼ばれるものが、

インターネット上で通用する般定にする必要がぬるこ

とには、注意して下きい。

i

これまでのネットワークでは、他のネットワークと

新たに桂練する場合、かなり越しく、またできたとし

てもかなりの費用がかかっていました。
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しかし、もう言うまでもなく、インターネットの技

編で作られたものですから、イントラネット同士の綾

織は、容易に安価に行なうことができます。特に、事

業所が魅れているような企業では、個々の事業所をイ

ントラネソト化し、それらを軍用績などで鋸ぶことに

よって、容易にWAN（WideArea Network）化

することができ、あたかも一つのイントラネットとし

て調練共有や協同作業が実現されます。

また、同一企業グループ内のイントラネット同士の

綾織でも、自前の軍用種を駿けずに、それぞれがイン

ターネットに接続して、そのインターネットを遺して

間接的にイントラネットを結びつけることもできま

す。機嵯する上でもそれほど違いが有りませんし、国

内でもインターネット網はかなり広がっていますか

ら、比蚊的安価に実現することができます。但し、部

外若によるネットワーク侵入に対するセキュリティ確

保が必衰にはなります。

さらに、同一企業グループ以外で一時的あるいは一

定期間の協力などにおいても、請轍の其有や協同作葉

は有効です。篤子的商取引の一つであるCALSなど

がこの形態の代表です。

＊CALS（CorrtlnuOuSAcquisitionartd∴山fecycle

SupportI：製品のライフサイクルに関わる全情報

（腹部図面や部品データをはじめ、製品の闇発・製造

から保守に至る全備舗）を統合データベース化して、

複数の企業間での共有を目的とする。

すでに、インターネットは経済活動の柵であり、鰹

済市場の一つですから、イントラネットのWWWサー

バを利用して、外部向けの製品広告やカタログ、おる

い譲受集注用のページを用意することによって、イン

ターネット上の電子商取引に参入できますし、ユーザ

（裏書）へのサービス向上にもなります。軍手メール

などを使って、直接ユーザの胃やアンケートを集める

ことも可能です。

ユーザのアクセスから社内処理までがスムーズに一

重して処理できるのもこれのメリットです。

今更言うまでもなく、インターネット上には海外ま

で含めて膨大な重の惰轍が有りますから、その中から

企業に役立つ調練も自由に機軸収集を行なうことがで

きますし、また何らかの調練から噺たな企業協力など

が生まれるようなことがおるかもしれません。インタ
ーネットのネットワーク及びその中の情報はそんな可

能性を秘めていると思えます。

但し、国内はまた過連綿ですから、必要な情報が絶

て舶うというものでもないのが現状です。それぞれの

企業が、まず自分連の機軸ページを問陽することから

飴乗るのだという認韻に期待します。

圃
イントラネットを初めからインターネットに綾織す

ることから考えてしまうと、分かり難くなってしまい

ますが、イントラネット＝自社内のネットワークは自

分連の調練共有化のため、自分連で育てていくもの、

自分連の努力や協力しだいで良くなっていくものと考

えてみて下きい。内側＝イントラネットが使い黒くな

って初めて、インターネットに綾織することの企業と

してのメリットが尭撮きれ出すものだと考えます。

福島県内の情報発進基地は、ここだ日
置近何かとにぎわしているインターネット、福島集内でも世界に向けて晴報を発進しているところがあります。
＊会津大学マルチメディアセンターのホームページでは、県内の多くのホームページをリンクしています。

会津若松市
焼塩器繊盤
hima．jpl

会津若槻市の公式ホームペ
ージです。基本的に「感じ

る会津J r出会いの会津I
r，事、れあう全章I rよく知る

会津」の4つで構成されて
います。

福島県両地方
12日劃す村

輯館結謝・

続き崇高地方を紹介してい
るページです。「市町村のペ
ージ」では12市町村が各々

のページを作って自分たち

の町を昭介しています。
一一．一一聖堂三豊i p・

伊達町
捕維嵩約S・

伊達町の公式ホームページ

です。基本的に「花・芽・
種」の3つで構成されてい

ます。花は末葉を、芽は現

在を、格は歴史を招介して
います。随時更新して最新

調練をのせているようです。

鵠諜福島県社
会福祉協議会
持解語皆
月刊「はあとふるふくしま」

のインターネット版といっ

たところでしょうか。福祉

に関する備轍を多くのせて

います。県内のボランティ

アグループの紹介もしてい

ます。

○　○○○寄書○強gOa
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i N F

i榊－IのM皿1NEWSでもご嗣介したと

おり、マルチメディアセンターでは個別

の調沖合を募集しています（

I矧回の募集では、4つの団体樹こご相

川いただきました。すべてインターネッ

トに関する補習会ということで、ネット

サーフィンを楽しんでいただいたり、同

母なホームページを作っていただいたり

しました　なかなか好評たったのではと

思っておりますっ

今後ももちろん拝糠の期紳こ応えるべ

く、調間食の布練があればいつでも対応

させていただきます。前回は10人程度

ということだったのですか、少人数でも

対応させていただくことにしましたの

で、お気軽にご相，投下さい。

インターネットは初心者の万でも舗単

に操作できます。初心者の方大歓迎です。

もちろん、JAVA調勘合などのちょっと

レベルの高い調勘合もインターネットに

慎I係のないマルチメディア調押合でも当

センターで貞部函可能であれは快く引き受

けます。

料金は船腹利用料のみとなりますの

で、利用者1人につきl Llで2，100日、

半日で1．050日となります。

この機会にどうぞご利用卜さい（なお、

詳細はセンターに直接お問い合わせくだ

さい。

マルチメディアセンターでは、3D立

体映像を無料で上映しております。当セ

A

ンクーの3Dは、前

週i画像処理装猷

（ONYX）を使うこと

によって、リアルタ

イムでの搬件を可能

にしております。そ

のために、操作する

人が見たい場所へ行

き、見たいものを見

たい何度から見れるのです。また、3両

ワイドスクリーンをI勅iJすることによ

り、バーチャルリアリティ空間を体験で

きるようにもなっております。本当にそ

の空I部こ自分がいるような感じ（こなり、

i1分の方が動いているような錐鮮すら起

こします。

現II士峡しているソフトの内容として

は、即日英世や恐竜がでてきたり、袖請

の民芸品や屈合い扱きの技などを鮒介し

ています。i　子供から大人まで、また専門

家の力でも楽しめるものだと思います。

とうぞ、当センターにご薬餌のうえ、ご

観覧下さい。予約はとくに必填ありませ

んので、お気椿にお立ち寄り下さい。

会津天守マルチメディアセンターに

は、企業「弾こご利用いただける研究開発

肇が4肇あります。現在4肇がマルチメ

ディア研究のために利用されています（〕

この研究開発華利用者は、マルチメデ

ィアセンターの機鵜（高速グラフィック

コンピュータONYXを除く）をrI向くこ

お使いいただけます。マルチメディア開

通の研究を春雪！される方には膿適の韻境

T l o N

といえるものです。使用料は、1人1年

間で420．000円です。

なお、詳細を知りたい方は、直接セン

ターにお闘い合わせ下さい。

マルチメディアセンターでは、・鮫の

方々にマルチメディア機雑を開放してい

ます。

高価なマルチメディア機船を使いやす

い金紙で利用できます。

ネットワーク関係、膏薬関係、cc関

係等さまざまな機樅がそろっていますの

で、ぜひ・臓ご利用ドさい。

使用料等は高上のとおりです。なお、

詳細はIIi接センターにお囲い合わせ下さ

い。

、国威9倖4月から、次のように

なります。

利用時間　9：00－17：00

体飢Ii l二雌・li職・祝祭1－1・年来

年始

＊研究開発蜜利用者は24

時間利用可能です。

無料コーナー

〇・殺見辛

〃3Dバーチャルリアリティ映像上映

○ハイビジョン等i：映

〃インターネット（WWW）筒単体験など

施設便川崎l

o研究閥発雷

1人1年間……………420，000Ilj

〃研究開発塞以外の施設

1人1月…………………42．000日

1人目上…………………・2．1001－1

1人、印I…………………・工，050日

椴鵜使用料

〃高速グラフィックコンピュータ

1時間　……………………7，530ilJ

／一‾‾＼一、

14組合せ克i

財団法人　福島県工業技術振興財団　会津若松支所
〒965　福島県会津若松市一葵町鶴賀字上居合90　（会津大学マルチメディアセンター内）

TEL O242－37－2776／2777　FAX O242－37－2778

E－Mali news＠mmc－alZUPretfukushimaIP
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e

ようこそ、みむきま
マルチメディアセンターiヽ。

マルチメディアセンター・メーリングリスト開設

マルチメディアセンターでは、噺しくメールによる広繍サービスを姶めることになりました。当センターのホーム
ページからメーリングリストに豊録していたたくだけで、このサービスは受けられます。機雷会開催、臨時開館、

MM NEWS素行などのお知らせがおるたびに、すぐにメールいたします。どうぞこの機会にメーリングリストにご登

録ください。
●ホームページアドレスは表紙にあります。

e 学園祭でデモ・イベント。

○話は少しさかのぼりますが、昨年11月2日（土）、3日

（日）に行われた会津大学学園祭に併せて、当マルチメデ

ィアセンターを臨時開館し、いくつかのデモを行いました

のでレポートします。

S学園祭も年々盛り上がりを見せ、各研究室のデモや野外

での模擬店に大勢の人が訪れ楽しんでいかれたようです。

○マルチメディアセンターにおいても、人工世界ゾーンで

のウオークスルーやモーションキャプチャーの技術を使っ

たコンピュータグラフィックスによる立体映像の体験コー

ナーや、インターネットによるWWW体験コーナーを設け

ましたが、特に立体CGは子供たちに人気があったようで

す。

Sまた、今回はマルチメディア関連企業の協力を得て、そ

れぞれの企業が開発した新しいアブiノケーションソフトの

展示を行いましたが、訪れた人たちは係員の説明を興味深

く聞いたり、パソコンの画面を見ながらを自分で操作をし

て新しい技術の一端に触れていました。

（各企業の展示内容）

日本iBM（株）福島支店
・ATM－LANによるテレビ会議システム

・手話ソフト

・電子図書館（デジタルライブラリー）

日本電気（株）福き支店
・仮想水族館（魚八宗）

・ビデオオンデマンド（STARWORKS）システム

NTT（株）会津若松支店
・テレビ会読システム（PHOENiX）ISDN利用

富士通（株）会津支店
・VRMLソフト（CubiCSketch）

○さらに、11月3日（日）の午後には、インターネット

を利用して、四書剛こよるテレビ罷詰システム（CU－

SeeMeを使用）のデモンストレーションか行われました。

○これは、郡山市にある福島県ハイテクプラザで、学園祭

と同時期に開催されたインターネットフェアの－企画とし

て行われたデモに参加したものですか‖県知事（知事公館）、

葛尾中学校生徒（葛尾中）、会津大学生（マルチメディア

センター）、司会者（ハイテクプラザ）の四書間でTVトー

クを行いました。回線速度の関係で鮮明な画像とまではい

きませんてしたが、良質の音声や画像の通信をするために

は高速のネットワークの整備が今後の課題であると思いま

す。

○マルチメディアセンターでは、今後も様々なイベントを

企画してみなさんにマルチメディアの世界に触れる機会

を提供していきたいと考えております。

e好評だったJAVA粥習会

○去る平成9年1月14日、21日、28日と3回に分けまし

て「JAVA体験講習会」を開催しました。JAVAとはイン

ターネット時代を反映してきたプログラミング言語で、最

近のホームページで多く使われているものです。JAVA対

応のブラウザ（Netscape30など）さえあれは、アニメーシ

ョンなどを機種に依存せずに動作できるのです。今後のホ
ームペーシ作成には欠かせない存在になりつつあると言っ

ても過言ではないでしょう。

○今回の講習会は、プログラミング言語であるJAVAを題

材にしたことで、何かしらのプログラミング経験者を対象

とした募集となったにもかかわらず、たくさんの応募をい

ただきました。インターネットに対する関心の高さがまだ

まだ続いているんだなあと感じました。誠習会の内容です

が、午前中は会津大学コンピュータ理工学部の種子学先生

に調籠していただき、午後は実際にMovingStr川9や

AnlmatiOn、AudiOなどのプログラムを作っていただきま

○まだまだインターネット7
－ムが鋭いています　栂に

11711711’（ホームへ－シ脚謄）

は、さら（こベーシが抑え、さ

らに般綱が高まっています）

最近の特徴は、同人へ－ジが

急柵していることだと思いま

す　仙人仙人が自分の興味の

あることを糊材に多くの人と

楽しもうとへ－シを“ってい

るのです＿　へ－シを見るだけではなく、これからはへ－シ

を作って察しもうということなのでしょう　そして、この

個人へ－シには、識者参加棚のコーナーがII立っておI）、

作者と識者、もしくは胱者どうして楽しめるのです、

○この同人へ－ジをきっかけ（こ新しい友人ができることも

めずらしくないようです，つまI）、lWt′ll′はlii柵を得る

手織としてだけではなく、ゴミェニケーションの朗として

弱小目されるようになってきたのです）今までのメディア

では拷えられなかったことだと思います　今後もインター

ネットは変わI）維けるでしょう（ぢ

るのか今から楽しみです－

＊す史は会宮路の冬の凧詰ul／正月の十日市
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